
 

  帯広の森にも春が訪れ、生き物たちの活動も活発になり、樹木の葉
の色は、日に日に緑が色濃くなってきました。今年の春は例年より
暖かく、小鳥の巣立ちも早いようです。 
市民の皆さんと帯広の森とをつなぐ「帯広の森だより」第 5 号です。 
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雪が融け終わった 4 月上旬から、市民の皆さんによって、植樹や自然観察など、さまざまな森づくり活動が行

われました。これらの森づくり活動の模様をお伝えします。 

←小雨が降る天気でした

が、帯広の森の中をゆっく

りと歩きながら、林床で花

を咲かせる植物や、様々な

樹 木 を 観 察 し ま し た 。

（5/13 十勝グリーン

インストラクター協会・帯

広市） 
 

←帯広の森の中に設

置している 11 個

の巣箱を観察しま

した。まだ親鳥が

卵を抱いている巣

箱が 2 箇所ほどあ

りました。（5/20 

森の少年隊） 

 

←昭和 50 年から始まった帯広の森の植樹は

今年で 33 年目を迎えました。平成 16 年で市

民植樹祭は終了しましたが、翌年から、地域の

児童や生徒の皆さんや、海外からの留学生の皆

さんの参加により、小規模な未植樹地に少しず

つ植樹を続けています。       

今年の植樹活動は、6 月 24 日に苫小牧市

で開催される「第 58 回全国植樹祭」の記念行

事としておこない、創造の森（西 21 南 6）と

レクリエーションの森（西 22 南 5）で、カシ

ワ、ミズナラ、イタヤカエデ、ナナカマド、ヤ

マモミジ、オニグルミの 6 種類の苗木を、合

計 800 本植樹して頂きました。 

 参加者の皆さんは、市職員による植樹方法の

説明を受けたあと、苗木が将来大きく立派に成

長して帯広の森を形成することを願いながら、

一生懸命植樹していました。 

  

5/20 森の少年隊・JICA・畜大 5/24 八中自然観察少年団 

  

5/23 森の里小 5・６年生 5/28 白樺高校 1 年生 

◆ 今年も森づくり活動が始まりました 

第 5号 



 

 帯広市では以下のとおり、市民の皆さんが帯広の森で動植物を観察しながら森を歩いたり、森づくりを体験でき

る行事や活動を開催しています。このほかにも、市民団体が実施する活動に参加できる場合もあります。 

行事予定は随時更新しています。詳しくは、市役所みどりの課みどりと花の係（Tel：65-4186 直通）まで。 

日 時 行事・活動 場 所 対象者 内  容 

6/12（火） 

9：00～ 

林野弘済会帯広支部 

林床管理作業 

記念の森   

（南 8 線） 
メンバーのみ 

チョウセンゴヨウの稚幼樹の管理、広葉樹の稚

幼樹の手入れや成木の枝払い作業。 

6/17（日） 

9：30～ 
育樹体験ワークショップ 

記念の森    

（南 7 線～8 線） 

どなたでも 

（定員 30 名） 

帯広市・森の回廊＠十勝共催。樹木の間伐や散

策路づくりなど。要申込、参加無料。 

6/17（日） 

9：00～ 

エゾリスの会 

里山をつくろうプロジェクト 

陸上競技場東側 

（西 21 南 6） 
どなたでも 

エゾリスの会の森づくり活動。オオアワダチソ

ウの除草をします。要申込、参加費 100 円～。 

6/24（日） 

9：00～ 

森の少年隊 

帯広の森植生調査 
帯広の森 隊員のみ 

森の少年隊の活動。帯広の森に生息する草本植

物の観察と、開花状況を調査します。 

7/1（日） 

9：30～ 

帯広の森自然観察会 

「初夏の森を歩いてみよう」 
記念の森（南 7 線） 

どなたでも 

（定員 30 名） 

帯広市主催。森を歩きながら、樹木や草花、小

動物などを観察します。要申込、参加無料。 

7/15（日） 

9：00～ 

エゾリスの会 

里山をつくろうプロジェクト 

運動公園 PG 場 

北東側（西 21 南 6） 
どなたでも 

エゾリスの会の森づくり活動。林床の草刈りを

します。要申込、参加費 100 円～。 

 
 市民協働の森づくりをすすめるため、平成 18 年度に「市民団体による帯広の森づくり活動の促進及び支援に関

する要綱」が施行されて 1 年が経過し、現在帯広の森では 5 つの団体が自主的な森づくり活動を行っています。   

 これまで帯広の森だよりでは団体の活動状況を随時報告してきましたが、今号より各団体の紹介をします。 

 エゾリスの会 

   代表者 堀之内 清志さん（会員 24 名） 

主な活動場所  スポーツの森・創造の森（南 6 線） 

活動内容  カシワを中心とした樹林地の復元のために、林床の草刈りや間伐、

ドングリの移植など森づくり活動を行っています。北海道ではなじ

みの薄いものですが、自然の恵みを上手に活用しながら、自然とか

かわる場所である「里山」を帯広の森につくる「里山をつくろうプ

ロジェクト」に取り組み、間伐材を利用して炭焼きやキノコ栽培な

ど季節の森遊びを楽しんでいます。このほかにも、帯広の森に生息

するエゾリスなど野生小動物の生息調査をおこない、野生小動物と

人が楽しく触れ合える環境づくりをめざして活動しています。 
 

 

← 

間

伐

作

業 

 

←

炭

焼

き

作

業 

帯広市は「第 58 回全国植樹祭」を応援しています！ 

2007 年 6 月 24 日（日）に、苫小牧東部地域において 
『第 58 回全国植樹祭』が開催されます 

テーマ：「明日へ 未来へ 北の大地の森づくり」 
 

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sr/zsj/index.htm 

◆ 森づくり活動団体を紹介します 

◆ 森づくりに関する行事・活動のお知らせ（2007 年 6～7 月ごろ） 


